
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
関
係
法
令
等 

○

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）（
抄
）

（
設
置
） 

第
六
条 
本
省
に
、
次
の
審
議
会
等
を
置
く
。 

財
政
制
度
等
審
議
会 

 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会 

２ 

（
省 

略
） 

（
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
） 

第
八
条 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

一 

財
務
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
関
税
率
の
改
正
そ
の
他
の
関
税
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。 

二 

財
務
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
又
は
財
務
大
臣
及
び
事
業
所
管
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
外
国
為
替
又
は
対
内

直
接
投
資
等
若
し
く
は
技
術
導
入
契
約
（
非
居
住
者
が
行
う
工
業
所
有
権
そ
の
他
の
技
術
に
関
す
る
権
利
の
譲
渡
、
こ

れ
ら
に
関
す
る
使
用
権
の
設
定
又
は
事
業
の
経
営
に
関
す
る
技
術
の
指
導
に
係
る
契
約
を
い
う
。）
に
関
す
る
重
要
事

項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。 

三 

前
二
号
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。 

四 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
の
組
織
、
所
掌
事
務
及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
そ
の
他
関

税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

○

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）

（
所
掌
事
務
） 

第
一
条 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。）
は
、
財
務
省
設
置
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

も
の
の
ほ
か
、
相
殺
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
五
号
）
第
十
六
条
、
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政

令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
六
号
）
第
二
十
条
、
緊
急
関
税
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
七
号
）
第

十
二
条
、
報
復
関
税
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
八
号
）
第
二
条
及
び
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
関
税

の
緊
急
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
十
六
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

項
（
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
相
殺
関
税
等
に
関
す
る
事
項
」
と
い
う
。）
を
処
理
す
る
。 

（
組
織
） 

第
二
条 

審
議
会
は
、
委
員
三
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。 

２ 

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

（
委
員
等
の
任
命
） 

第
三
条 

委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
財
務
大
臣
が
任
命
す
る
。 

２ 

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
財
務
大
臣
が
任
命
す
る
。

（
委
員
の
任
期
等
） 

第
四
条 

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

２ 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。 

４ 

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。 

５ 

委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。 

（
会
長
） 

第
五
条 

審
議
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。 

２ 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。 

３ 

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

資料３ 



 

（
分
科
会
） 

第
六
条 

審
議
会
に
、
次
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
く
。 

関
税
分
科
会 

外
国
為
替
等
分
科
会 

２ 
関
税
分
科
会
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

一 
関
税
率
の
改
正
そ
の
他
の
関
税
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。 

二 

相
殺
関
税
等
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。 

３ 

外
国
為
替
等
分
科
会
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

一 

外
国
為
替
又
は
対
内
直
接
投
資
等
若
し
く
は
技
術
導
入
契
約
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。 

二 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ

ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。 

４ 

分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
財
務
大
臣
が
指
名
す
る
。 

５ 

分
科
会
に
、
分
科
会
長
を
置
き
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。 

６ 

分
科
会
長
は
、
当
該
分
科
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。 

７ 

分
科
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
及
び
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
分
科
会
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

８ 

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
部
会
） 

第
七
条 

分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
当
該
分
科
会
長
が
指
名
す
る
。 

３ 

部
会
に
、
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
う
ち
か
ら
当
該
分
科
会
長
が
指
名
す
る
。 

４ 

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。 

５ 

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
及
び
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名

す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

６ 

分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
当
該
分
科
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
幹
事
） 

第
八
条 

審
議
会
に
、
幹
事
を
置
く
。 

２ 

幹
事
は
、
関
係
行
政
機
関
（
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
を
含
む
。）
の
職
員
の
う
ち

か
ら
、
財
務
大
臣
が
任
命
す
る
。 

３ 

幹
事
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
六
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
（
同
項
に
規
定
す
る
事
務
に

あ
っ
て
は
、
対
内
直
接
投
資
等
又
は
技
術
導
入
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
つ
い
て
、
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門

委
員
を
補
佐
す
る
。 

４ 

幹
事
は
、
非
常
勤
と
す
る
。 

 

（
議
事
） 

第
九
条 

審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
三
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、

議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

審
議
会
の
議
事
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で
会
議
に
出
席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同

数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
の
議
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
資
料
の
提
出
等
の
要
求
） 

第
十
条 

審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、

資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
庶
務
） 

第
十
一
条 

審
議
会
の
庶
務
は
、
財
務
省
関
税
局
関
税
課
及
び
財
務
省
国
際
局
調
査
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
処
理
す
る
事
項
が
外
国
為
替
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
諮
問
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業

省
貿
易
経
済
協
力
局
通
商
金
融
・
経
済
協
力
課
の
協
力
を
得
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
雑
則
） 

第
十
二
条 

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審

議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 



   
○ 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
議
事
規
則
（
平
成
十
三
年
一
月
二
十
三
日
） 

 
（
趣
旨
） 

第
一
条 
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。）
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
。
第
六
条
に
お
い
て
「
審
議
会
令
」

と
い
う
。）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

   （
会
議
の
招
集
） 

     

第
二
条 

会
議
は
、
会
長
が
日
時
及
び
場
所
を
定
め
、
招
集
す
る
。 

 

（
緊
急
時
の
議
決
特
例
） 

第
三
条 

会
長
は
、
会
議
を
招
集
し
た
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時

委
員
の
三
分
の
一
以
上
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
緊
急
に
審
議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
が
審
議
会

の
目
的
達
成
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
電
話
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
会
長
は
次
に
開
か
れ
る
会
議
に
お
い
て
、
当
該
議
決
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
会
議
の
議
長
） 

第
四
条 

会
長
は
会
議
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
総
理
す
る
。 

 

（
会
議
又
は
議
事
録
） 

第
五
条 

会
議
又
は
議
事
録
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
は
、
特
段
の
理
由
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

審
議
会
に
諮
っ
て
会
議
及
び
議
事
録
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
議
事
録
は
、
会
議
の
つ
ど
作
成
し
、
速
や
か
に
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
会
議
及
び
議
事
録
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
明
示
し
て
議
事
要
旨
を
公
開
す

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
資
料
の
提
出
等
の
要
求
） 

第
六
条 

審
議
会
令
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
資
料
の
提
出
等
の
要
求
は
会
長
が
行
う
。 

 

（
付
託
） 

第
七
条 

会
長
は
、
調
査
審
議
事
項
が
分
科
会
に
調
査
審
議
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
調
査
審
議
事
項

を
分
科
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
分
科
会
に
付
託
さ
れ
た
調
査
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審

議
会
の
議
決
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
八
条 

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
分
科
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
、
第
三
条
、

第
四
条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
及
び
前
条
第
一
項
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
分
科
会
長
」
と
、
第
三
条
第
一
第
一

項
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
分
科
会
長
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
二
項
項
中
「
審
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
分
科
会
」
と
、

第
七
条
中
「
分
科
会
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
部
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
四

条
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
長
」
と
、
第
三
条
第
一
項
中
「
審
議
会
」
と
あ
る
の

は
「
部
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
雑
則
） 

第
九
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
会
議
の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
定
め
る
。 



   

○ 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
関
税
分
科
会
決
定
（
平
成
十
三
年
一
月
二
十
三
日
） 

  

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
定
め
る
。 

 

記  

一
．
関
税
政
策
及
び
関
税
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
常
設
の
機
関
と
し
て
、
企
画
部
会
を
置
く
。 

一
．
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
第
一
条
に
規
定
す
る
相
殺
関
税
等
に
関
す
る
事
項
を
処
理
し
、
又
は
関
税
定
率
法
第
十

二
条
第
三
項
（
国
民
生
活
関
連
物
資
に
係
る
弾
力
関
税
）
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
を
と
る
こ
と
に
関
し
調
査
審
議
す
る
常

設
の
機
関
と
し
て
、
特
殊
関
税
部
会
を
置
く
。 

   

○ 

「
ア
ジ
ア
経
済
・
金
融
の
諸
問
題
に
関
す
る
専
門
部
会
」
設
置
要
領
（
平
成
十
三
年
一
月
二
十
三
日
） 

  

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

記 
 

１
．
外
国
為
替
等
分
科
会
に
、「
ア
ジ
ア
経
済
・
金
融
の
諸
問
題
に
関
す
る
専
門
部
会
」
を
置
く
。 

２
．
上
記
専
門
部
会
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
経
済
・
金
融
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。 

   

○ 

「
外
資
特
別
部
会
」
設
置
要
領
（
平
成
十
三
年
一
月
二
十
三
日
） 

 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
第
七
条
第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

記 
 

１ 

外
国
為
替
等
分
科
会
に
外
資
特
別
部
会
を
置
く
。 

２ 

外
資
特
別
部
会
は
、「
対
内
直
接
投
資
等
」
又
は
「
技
術
導
入
契
約
」
に
関
す
る
個
別
事
案
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

も
の
と
す
る
。 

３ 

外
資
特
別
部
会
が
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
審
議
し
た
事
項
に
関
し
議
決
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
議
決
を
も
っ
て

外
国
為
替
等
分
科
会
の
議
決
と
す
る
。 

   

○ 

「
最
近
の
国
際
金
融
の
動
向
に
関
す
る
専
門
部
会
」
設
置
要
領
（
平
成
十
四
年
十
月
二
十
一
日
） 

 

関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

記 
 

１
． 

外
国
為
替
等
分
科
会
に
「
最
近
の
国
際
金
融
の
動
向
に
関
す
る
専
門
部
会
」
を
置
く
。 

２
． 

上
記
専
門
部
会
は
、
最
近
の
国
際
金
融
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。 



    ○ 
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）（
抄
） 

 

（
生
活
関
連
物
資
の
減
税
又
は
免
税
） 

第
十
二
条 
（
省 

略
） 

２ 

（
省 

略
） 

３ 

食
料
品
、
衣
料
品
、
そ
の
他
の
国
民
生
活
と
の
関
連
性
が
高
い
貨
物
（
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）
で
輸
入

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
輸
入
価
格
が
著
し
く
騰
貴
し
又
は
騰
貴
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
国
民
生
活
の
安
定

の
た
め
緊
急
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
輸
入
が
こ
れ
と
同
種
の
貨
物
そ
の
他
用
途
が
直
接
競
合
す
る
貨
物
の

生
産
に
関
す
る
本
邦
の
産
業
に
相
当
の
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
貨
物
及
び
期
間
を
指
定
し
、
そ
の
関
税
を
軽
減
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

○ 

相
殺
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
五
号
）（
抄
） 

 

（
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
へ
の
諮
問
）  

第
十
六
条 

財
務
大
臣
は
、
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
殺
関
税
を
課
す
る
こ
と
、
同
項
の

規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
相
殺
関
税
を
変
更
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
間
の
変
更
を
含
む
。）
す
る
こ
と
若
し

く
は
廃
止
す
る
こ
と
又
は
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
速
や

か
に
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。 

 ○ 

不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
六
号
）（
抄
） 

 

（
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
へ
の
諮
問
）  

第
二
十
条 

財
務
大
臣
は
、
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
不
当
廉
売
関
税
を
課
す
る
こ
と
、
同

項
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
不
当
廉
売
関
税
を
変
更
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
間
の
変
更
を
含
む
。）
す
る

こ
と
若
し
く
は
廃
止
す
る
こ
と
又
は
暫
定
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
関

税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

○ 

緊
急
関
税
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
七
号
）（
抄
） 

 

（
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
へ
の
諮
問
等
）  

第
十
二
条 

財
務
大
臣
は
、
法
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
る
こ
と
、

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
又
は
同
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
撤
回
す
る
こ
と
若
し
く
は
緩
和
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
速
や

か
に
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
直
ち
に

と
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

財
務
大
臣
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
法
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
、
当
該
措
置
の
内
容
を
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

○ 

報
復
関
税
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
八
号
）（
抄
） 

 

（
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
へ
の
諮
問
等
）  

第
二
条 

財
務
大
臣
は
、
報
復
関
税
等
に
係
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
関

税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
報
復
関
税
等
に
係
る
措
置
を
直
ち
に
と
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

財
務
大
臣
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
報
復
関
税
等
に
係
る
措
置
を
と
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

速
や
か
に
、
当
該
報
復
関
税
等
に
係
る
措
置
の
内
容
を
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

参 

考 



 

○ 

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
関
税
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
政
令 

（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
十
六
号
）（
抄
） 

 

（
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
へ
の
諮
問
等
） 

第
六
条 
財
務
大
臣
は
、法
第
七
条
の
七
第
一
項
、第
三
項
、第
四
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
る
こ
と
、

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
又
は
同
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
撤
回
す
る
こ
と
若
し
く
は
緩
和
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
速
や

か
に
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
直
ち
に

と
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

財
務
大
臣
は
、
前
項
た
だ
し
書
き
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
法
第
七
条
の
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
と
ら

れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、速
や
か
に
、当
該
措
置
の
内
容
を
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

○ 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法 

 
 
 

（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日
法
律
第
二
百
二
十
八
号
） 

 

（
対
内
直
接
投
資
等
の
届
出
及
び
変
更
勧
告
等
） 

第
二
十
七
条
（
抜
粋
） 

５ 

財
務
大
臣
及
び
事
業
所
管
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
期
間
を
延

長
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
し
た
結
果
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
対
内
直
接
投

資
等
が
国
の
安
全
等
に
係
る
対
内
直
接
投
資
等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
の
意
見

を
聴
い
て
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
の
届
出
を
し
た
も
の
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
対
内
直
接

投
資
等
に
係
る
内
容
の
変
更
又
は
中
止
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
変
更
又
は
中
止
を
勧
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
第
三
項
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間

の
満
了
す
る
日
ま
で
と
す
る
。 

６ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
場
合
に
お
い
て
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会

が
当
該
事
案
の
性
質
に
か
ん
が
み
、
第
三
項
に
規
定
す
る
四
月
の
期
間
内
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
旨
を

申
し
出
た
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
対
内
直
接
投
資
等
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
期
間
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
五
月
と
す
る
。 

 

（
技
術
導
入
契
約
の
締
結
等
の
届
出
及
び
変
更
勧
告
等
） 

第
三
十
条
（
抜
粋
） 

 

５ 

財
務
大
臣
及
び
事
業
所
管
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
技
術
導
入
契
約
の
締
結
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
期
間
を 

 

延
長
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
し
た
結
果
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
技
術
導
入
契 

 

約
の
締
結
等
が
国
の
安
全
等
に
係
る
技
術
導
入
契
約
の
締
結
等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
税
・
外
国
為
替
等
審 

 

議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
技
術
導
入
契
約
の
締
結
等
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、 

 

当
該
技
術
導
入
契
約
の
締
結
等
に
係
る
条
項
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
変
更
又
は
中
止
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た 

 

だ
し
、
当
該
変
更
又
は
中
止
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
第
三
項
又 

 

は
次
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
と
す
る
。 

 

６ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
場
合
に
お
い
て
、関
税
・
外
国
為
替
等
審
議
会
が
、 

 

当
該
事
案
の
性
質
に
か
ん
が
み
、
第
三
項
に
規
定
す
る
四
月
の
期
間
内
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
旨
を
申
し 

 

出
た
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
技
術
導
入
契
約
の
締
結
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
期
間
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら 

 

ず
、
五
月
と
す
る
。 


